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Ⅰ新技術の解説

１要旨

平成２年度に系統豚「フクシマＬ」が完成し、「フクシマＬ」を利用した三元交配豚利用の普及推進がな
されている。「フクシマＬ」は閉鎖群で維持されるため、年ごとに近交係数が上昇し、系統豚として利用
できるのは約13年程度と予測されている。 
このため、「フクシマＬ」を超える、生産性の高い高品質肉豚生産の基礎となる産肉性、繁殖性に優れ
た系統豚の造成を開始し、併せて新系統豚を利用した三元交配に適した中雄系統（大ヨークシャー
種）、止雄系統（デュロック種）を検討した。

(1) 新しい系統豚の造成： 
１日平均増体量(DG)、ロース芯断面積(EM)、背脂肪の厚さ(BF)の３形質を選抜形質とした。制限
付きBLUP法により育種価の高い順に７世代選抜した結果、DGについては第１世代と比較して約

70ｇ、EMは２cm2増加した。また、平均産子数も11.2頭と全ての能力において系統豚「フクシマＬ」を
超える系統豚が完成した。

(2) 肉豚生産のための交配組合せ： 
新系統豚の雌に中雄系統として２系統の大ヨークシャー種(ｱｲﾘｽW、ｾﾞﾝﾉｰW01)を交配した。生産
された一代雑種(LW)を生産の雌に止雄系統として、それぞれ２系統のデュロック種(ｼﾓﾌﾘﾚｯﾄﾞ、ｾﾞﾝ
ﾉｰD01)の交配を行い、LW（雌）と３元交雑豚(LWD)の能力調査を実施した。その結果、三元交配豚
の交配組合せは中雄系統にアイリスＷ、止雄系統にゼンノーＤ０１を用いた交配が適切と考えられ
た。

２期待される効果

フクシマＬ以上の能力を持つ新系統豚を利用した３元交雑豚により、養豚農家の経営安定に資する。

３適用範囲

すべての養豚農家

４普及上の留意点

非常に増体能力が高いので、育成期の肢蹄強化と繁殖期の過肥に注意すること。
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